
目的が何であれ、留学をすることの醍醐味は、自分が常識として捉えている生活から離れて、異なる国
で一人の人間として生きることで、そこに根付く文化・社会・歴史を肌で感じ、多様な背景を持つ人々と
交流できることに尽きると思います。そうして世界の多様性を、頭だけではなく身を持って知ることで、世の
中を一歩引いた視点から見るクセがつきますし、日本について良くも悪くも再認識する機会にもなります。
留学の目的は人それぞれあるかとは思いますが、あまり気張らずに、異文化体験を楽しんで下さい！

↑休みを利用して一人旅に出かけたタスマニアで天体観測をした時の1枚。オーストラリアは
光害が少なく、市街から少し離れるだけで天の川が鮮明に架かる満天の星空を楽しむことが
できます。

ご協力ありがとうございました！今回の海外経験を糧に、これからもがんばってくださいね。
国際交流課　学生派遣係　一同

海外留学　先輩の声
留学先（国名）： The Canberra Hospital, Austrailan National University（オーストラリア）

準備（留学前）で1番大変だったことは？ 留学中のお気に入りの写真を貼って下さい！
WWVPという手続きが少し面倒でした。本来であれば全てWeb上でできる手続きだったのですが、私達
が申請しようとした時期は、たまたま申請サイトが技術トラブルに陥りWeb手続きができず、郵送での手
続きをせざるを得なかったので、いっそう大変でした。準備期間は十分にあったので、焦ることはありません
でした。

今回の留学中、1番印象に残っていることは？
麻酔科実習中のある日、Operating Sessionで術中管理を見学していた時、上級医の先生が突
然、「Hey, what do you want to drink?」と聞いてきました。コーヒーを買ってくるとのことだったの
で、カプチーノを頼んだのですが、なんと術者の分も含めて病院内のカフェまで買いに行き、手術室まで
戻ってきたのです。どうやら、手術室で飲み物を飲むことは許容されているようで、こうしたコーヒーブレイク
は慣習化しているみたいです（勿論、術者は手術が終わった後に飲みますが）。その上、手術部には
大きなコーヒールームが備えられており、スタッフはここで休憩を挟んだり、食事を取ったりできます。 これに
はとても驚かされましたが、医療者同士の人間としてのコミュニケーションや、休息を大切にするというオー
ストラリアらしい文化の表れなのだな、と感じました。

留学を終えて、後輩達に伝えたいことは？
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